
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】センサー素子の性能を向上させ、併せて装着方

法を改善する。

【解決手段】弾性中空体に封入された内部の圧力を微妙

に調整する特徴を有し、人体の心脈拍センサーに用いた

場合、人体構造をある圧力値で密封された弾性中空体と

みなし、人体構造と類似な性質と構造を求めた特徴も有

する。人体構造と同じく、当発明のセンサーも、中空内

部を信号が減衰せず、指向性を持たず、且つノイズを受

け付けない理想的な伝送路を形成する。このように構造

体自体を理想に近ずける。その上で、中空内部に既存の

指向性センサー素子を併せて用い、センサー素子の出力

性能は大きく向上する。従来の印刷技術で中空内に電極

を形成する事で、構造体自身が理想的なセンサーとなり

性能は更に向上する。中空部に、電気部品などを組み込

んでも性能に影響を与えないので、超小型測定器を組み

込むことも可能である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
支 持 機 材 や 異 な る 材 質 を 使 用 せ ず 、 図 １ の よ う に 単 一 構 造 、 単 一 材 料 に よ る 弾 性 体 を 用 い
て 、 弾 性 体 の 内 部 に 一 個 以 上 の 中 空 部 を 設 け 、 中 空 内 部 に 気 体 、 お よ び ま た は 液 体 ま た は
ゼ リ ー 状 液 体 を 封 入 し 、 使 用 環 境 に お い て 、 測 定 対 象 か ら 加 え ら れ る 外 部 応 力 が 零 か ら 最
小 値 の 状 態 で は 中 空 内 の 圧 力 値 が 外 部 圧 力 以 下 か ら ほ ぼ 同 じ 値 の 間 で 封 入 さ れ 、 測 定 対 象
か ら 加 え ら れ る 外 部 応 力 の 最 大 時 で は 中 空 内 の 圧 力 値 が 外 部 圧 力 以 上 に な る よ う に 封 入 し
た 方 法 で 、 あ る い は 、 圧 力 調 整 穴 、 図 ２ （ ８ ） 、 及 び 叉 は 圧 力 調 整 弁 、 及 び 叉 は セ ン サ ー
構 造 体 で あ る 弾 性 中 空 体 、 及 び 叉 は 装 着 手 段 の 伸 縮 性 に よ り 中 空 内 の 圧 力 値 が 上 記 の 値 に
保 つ 方 法 で 、 叉 は 、 以 上 に 類 似 の 方 法 で 、 中 空 内 の 圧 力 値 が 調 整 さ れ た 特 徴 を 有 す る 弾 性
中 空 体 の 内 部 に 、 中 空 内 の 圧 力 、 及 び 叉 は 温 度 な ど を 検 出 す る セ ン サ ー 素 子 、 及 び 叉 は セ
ン サ ー 素 子 か ら 得 ら れ た 信 号 を 処 理 す る 電 子 部 品 を 中 空 内 に 、 更 に 封 入 し 、 得 ら れ た 電 気
信 号 を 有 線 、 又 は 無 線 、 叉 は 電 話 回 線 で 外 部 へ 取 り 出 す 機 能 と 装 着 手 段 を 付 加 し た 弾 性 中
空 体 セ ン サ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 単 一 構 造 、 単 一 材 料 に よ る 弾 性 体 を 用 い た 範 囲 で 、 弾 性 中 空 体 の 材 質 と 形 状 と
構 造 は 、 検 出 や 測 定 対 象 の 特 性 に 合 わ せ た 専 用 の 材 質 、 形 状 、 構 造 で 生 成 さ れ た 物 、 叉 は
ビ ニ ー ル 、 ゴ ム 、 シ リ コ ン 、 又 は 同 等 の 材 質 に よ る 内 部 が 中 空 の チ ュ ー ブ 、 叉 は ホ ー ス の
両 端 を 密 封 し た 物 、 叉 は 、 装 着 手 段 の 柔 軟 性 ベ ル ト の 内 部 を 空 洞 に し た 物 、 叉 は 腕 時 計 の
ケ ー ス 底 部 を 弾 性 中 空 体 と し た 物 、 叉 は 腕 時 計 の 装 着 用 柔 軟 性 ベ ル ト 内 部 を 空 洞 に し た 物
、 叉 は 眼 鏡 フ レ ー ム の 一 部 を 弾 性 中 空 体 と し た 物 、 叉 は ネ ッ ク レ ス の 一 部 を 弾 性 中 空 体 と
し た 物 、 叉 は 以 上 に よ る 弾 性 中 空 体 の 内 部 に 金 属 粉 体 や 誘 電 体 な ど を 印 刷 す る 方 法 で 電 子
部 品 や 信 号 処 理 回 路 を 生 成 し た 物 、 叉 は 以 上 か ら 容 易 に 想 像 可 能 な 弾 性 中 空 体 を 用 い た 請
求 項 １ の 弾 性 中 空 体 セ ン サ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
装 着 手 段 は 、 ベ ル ト 、 ゴ ム バ ン ド 、 叉 は 腕 輪 等 と 類 似 の 方 法 で 人 体 の 任 意 の 場 所 に 装 着 、
叉 は 腕 時 計 と 柔 軟 性 ベ ル ト を 組 み 合 わ せ て 装 着 、 叉 は 眼 鏡 に 装 備 し て 頭 部 や こ め か み 付 近
に 装 着 、 叉 は ネ ッ ク レ ス に 装 備 し て 人 体 の 首 筋 、 胸 部 に 装 着 、 叉 は 以 上 か ら 容 易 に 想 像 可
能 な 方 法 で 人 体 に 装 着 、 叉 は 測 定 対 象 物 に 、 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 想 像 で き る 一
般 的 な 取 り 付 け 方 法 で 装 着 し た 請 求 項 １ 、 及 び 請 求 項 ２ の 弾 性 中 空 体 セ ン サ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
人 体 に 装 着 し て 得 ら れ た 温 度 情 報 や 心 脈 拍 情 報 な ど の 身 体 情 報 か ら 、 心 脈 拍 信 号 の 波 形 の
大 き さ 変 化 の 特 徴 と 同 波 形 の 幅 の 変 化 の 特 徴 を 必 携 と し て 加 え て 、 お よ び 叉 は 同 波 形 の 立
ち 上 が り 時 間 の 特 徴 、 お よ び 叉 は 同 波 形 の 立 ち 下 が り 時 間 の 特 徴 、 お よ び 叉 は 同 波 形 の 形
状 変 化 の 特 徴 、 お よ び 叉 は 同 波 形 の 零 信 号 付 近 の 特 徴 、 お よ び 叉 は 血 圧 情 報 、 お よ び 叉 は
温 度 情 報 、 以 上 の 特 徴 、 情 報 を 心 脈 拍 の 数 に 加 え ら れ た 身 体 情 報 の 収 集 、 通 報 装 置 。 及 び
以 上 の 特 徴 、 情 報 を 心 脈 拍 の 数 に 加 え ら れ た 身 体 情 報 を 通 報 判 断 の 基 準 と し た 身 体 情 報 の
異 常 通 報 器 機 。
【 請 求 項 ５ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ 、 叉 は ２ 、 叉 は ３ の セ ン サ ー 、 叉 は ４ の 器 機 を 輪 状 に し た ワ イ ヤ ー な ど
で 身 体 に 締 め 付 け る 方 法 で 、 血 圧 を 測 定 で き る よ う に し た 請 求 項 １ 、 及 び 請 求 項 ２ 、 及 び
請 求 項 ３ の 弾 性 中 空 体 セ ン サ ー 、 及 び 請 求 項 ４ の 身 体 情 報 の 通 報 装 置 、 異 常 通 報 器 機 。
【 請 求 項 ６ 】
無 線 機 の 電 源 を 断 、 叉 は 、 接 す る 方 法 で 、 信 号 の 変 調 回 路 と 復 調 回 路 の 省 略 と 、 通 常 は 無
線 機 の 電 源 を 断 す る 事 で 不 要 電 波 の 発 生 を 抑 制 し 、 且 つ 回 路 の 小 電 力 化 と 電 源 回 路 の 小 型
化 を 併 用 し た 回 路 内 蔵 し た 請 求 項 １ 、 及 び 請 求 項 ２ 、 及 び 請 求 項 ３ の 弾 性 中 空 体 セ ン サ ー
、 及 び 請 求 項 ４ の 身 体 情 報 の 通 報 装 置 、 異 常 通 報 器 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
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医 療 機 器 や 介 護 機 器 に 用 い る 弾 性 中 空 体 に よ る 疑 似 身 体 構 造 セ ン サ ー 、 一 般 の 測 定 器 や 電
気 器 機 、 機 械 装 置 、 扉 、 窓 ガ ラ ス な ど に 取 付 け て 使 用 す る セ ン サ ー 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
動 的 情 報 の 検 出 手 段 と し て 、 圧 力 に 反 応 す る 原 理 が 用 い ら れ て い る 電 子 セ ン サ ー 素 子 は 多
く 、 原 理 や 構 造 上 の 理 由 か ら 空 気 を 媒 体 と す る 必 要 が あ る セ ン サ ー は 多 く の 種 類 が あ る が
、 圧 力 発 生 点 か ら セ ン サ ー 素 子 ま で の 空 気 中 の 伝 搬 距 離 に 比 例 し て 圧 力 が 減 衰 す る 原 理 特
性 に よ り 、 セ ン サ ー 素 子 の 出 力 も 相 応 し て 低 下 す る 欠 点 が あ る 。 ま た 、 多 く の 場 合 、 一 方
向 に 伝 搬 す る 指 向 性 を 有 し 伝 搬 方 向 に 一 致 し な い と 大 き く 減 衰 す る の で 、 セ ン サ ー 素 子 の
出 力 は 、 更 に 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
又 、 外 部 ノ イ ズ も 容 易 に 進 入 し や す く 、 セ ン サ ー 素 子 へ の ノ イ ズ 進 入 は 、 セ ン サ ー 信 号 の
Ｓ ／ Ｎ 比 が 低 下 す る た め 、 感 度 と 同 様 に 重 要 項 目 で あ り 、 セ ン サ ー に お い て は 電 磁 、 静 電
シ ー ル ド 、 剛 性 体 に よ る シ ー ル ド な ど が 用 い ら れ る が 、 こ れ ら の 効 果 を 充 分 に 発 揮 さ せ る
技 術 は 実 際 に は 容 易 で な い と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
近 代 で は 、 マ イ ク 素 子 の 殆 ど に コ ン デ ン サ ー 型 マ イ ク 素 子 が 用 い ら れ る が 、 こ れ も 使 用 状
態 に お い て 、 空 気 を 媒 体 と す る 圧 力 素 子 の 一 種 で あ り 、 以 上 の 欠 点 を 有 す る 例 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
以 上 の よ う な 伝 搬 距 離 に よ る 減 衰 や 指 向 性 に よ る 減 衰 、 ノ イ ズ に よ る 性 能 低 下 、 及 び 、 装
着 方 法 の 例 と し て は 、 従 来 技 術 の 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ８ ６ ４ ４ ８ 号 公 報 の 心 脈 拍 セ ン サ ー に
も 見 受 け ら れ 、 心 脈 拍 の 測 定 と し て は 、 従 来 の 方 法 に 比 較 し 、 か な り 高 性 能 な 測 定 デ ー タ
ー が 公 開 さ れ て い る 。 デ ー タ ー を 再 現 す る た め 、 同 じ 風 袋 に 無 指 向 性 マ イ ク を 装 着 し た 実
験 を 行 い 、 測 定 し た オ シ ロ ス コ ー プ の 波 形 が 図 １ ２ （ Ａ ） で あ り 、 ５ か ら ８ ｄ ｂ 程 度 の 感
度 が 得 ら れ 、 該 公 報 で 報 告 さ れ て い る 性 能 と ほ ぼ 同 等 の 値 で あ り 、 該 公 報 に 記 載 さ れ て い
る デ ー タ ー と 実 験 デ ー タ ー の 妥 当 性 を 伺 わ せ る 結 果 と な っ て い る 。
こ の 値 は 、 心 脈 拍 の 方 向 に マ イ ク の 正 面 方 向 を 合 わ せ た も の で 、 距 離 が １ ． ５ セ ン チ 程 度
の 位 置 で 得 ら れ た も の で あ る 。 実 験 で は 、 距 離 を ３ セ ン チ 程 度 に 遠 ざ け た 場 合 が 、 図 １ ２
（ Ｂ ） で あ る が ３ か ら ５ ｄ ｂ と 低 下 し て お り 、 心 脈 拍 は 減 衰 の 無 い 圧 力 変 動 と し て 伝 搬 さ
れ ず 、 空 気 中 を 伝 搬 す る 音 波 と し て 検 出 さ れ 伝 搬 距 離 に よ る 低 下 が 起 こ っ て い る 。 又 、 更
に マ イ ク 正 面 方 向 よ り 横 ９ ０ 度 方 向 に 心 脈 拍 の 位 置 が ズ レ た 場 合 が 、 図 １ ２ （ Ｃ ） で あ る
が １ か ら ２ ｄ ｂ 以 下 に 低 下 し 、 方 向 性 に よ る 減 衰 を 受 け た 結 果 と な っ て い る 。
こ う し た 時 の 感 度 不 足 を 補 う た め 、 該 公 報 に 記 載 さ れ て い る 通 り 、 検 出 部 に 密 着 を 要 す る
旨 と そ の 工 夫 も 施 さ れ て い る な ど 本 実 験 と の 共 通 性 を 伺 わ せ て い る 結 果 で あ る 。 こ の よ う
に 心 脈 拍 は 、 減 衰 の 無 い 圧 力 変 動 と し て 伝 搬 さ れ な い で 、 空 気 中 を 伝 搬 す る 音 波 と し て 検
出 さ れ 、 心 脈 拍 の 位 置 か ら の 距 離 に よ る 減 衰 が 起 こ り 、 且 つ 方 向 性 に よ る 減 衰 も 受 け て お
り 、 結 果 、 該 公 報 に 記 載 さ れ て い る デ ー タ ー の 通 り 、 ノ イ ズ 量 も 非 常 に 多 く Ｓ ／ Ｎ 比 が 悪
化 し て い る 。
こ う し た 横 方 向 や 後 方 向 の 感 度 を 高 め る た め に 該 公 報 で も 、 感 度 の 高 い 有 指 向 性 マ イ ク よ
り も 、 あ え て 感 度 が 低 下 す る が 無 指 向 性 マ イ ク を 意 識 し て 選 択 さ れ て い る が 、 横 方 向 や 後
方 向 の 感 度 は 有 指 向 性 マ イ ク で は 更 に 低 下 し 、 こ の 場 合 の Ｓ ／ Ｎ 比 の 悪 化 は 致 命 的 な 欠 点
と な る の は 当 然 で あ る か ら 、 感 度 は 低 下 す る が 無 指 向 性 マ イ ク の 選 択 は や む を 得 な い 状 況
な の で あ る 。 マ イ ク の 指 向 性 特 性 は メ ー カ ー か ら 公 開 さ れ て い る が 、 完 全 な 無 指 向 性 は 有
り 得 ず 、 感 度 は 方 向 性 の 影 響 を 大 き く 受 け ざ る を 得 な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
通 常 の 圧 力 セ ン サ ー 素 子 よ り 、 コ ン デ ン サ ー 型 マ イ ク 素 子 が 遥 か に 高 感 度 で あ り 、 携 帯 器
機 の 普 及 か ら 最 新 の 物 は コ ン デ ン サ ー 型 マ イ ク 素 子 の 原 理 構 造 上 、 こ れ 以 上 は 不 可 能 視 さ
れ る 程 に 高 感 度 と な っ て お り 、 こ の 最 新 、 超 高 感 度 の マ イ ク 素 子 を 用 い て 図 １ ２ の 測 定 デ
ー タ ー は 得 ら れ た も の だ が 、 上 記 の 該 特 許 公 報 に 掲 載 さ れ て い る オ リ ジ ナ ル 測 定 デ ー タ ー
は 、 図 １ ２ よ り も 信 号 は 一 段 と 不 安 定 で あ り 、 Ｓ ／ Ｎ は 、 図 １ ２ （ Ａ ） に 示 し た ５ か ら ８
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ｄ ｂ は 尊 敬 の 念 を 含 め た も の で あ り 、 実 は ６ ｄ ｂ 以 下 と 修 正 す る が 妥 当 と 判 断 す る の が 、
測 定 器 機 設 計 の 立 場 か ら の 本 音 で す 。
こ の よ う に コ ン デ ン サ ー 型 マ イ ク 素 子 の 性 能 が 原 理 構 造 上 の 限 界 ま で 向 上 し て も 、 人 間 の
心 脈 拍 を 常 時 監 視 す る 状 態 が 要 求 さ れ る 身 体 異 常 通 報 器 に 於 い て は 、 実 用 レ ベ ル の セ ン サ
ー 感 度 に は 遥 か に 及 ば な い と 推 測 さ れ ま す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
一 方 、 通 常 の 計 測 器 機 の 開 発 で は 、 必 要 と な る セ ン サ ー の Ｓ ／ Ｎ 比 の 目 安 は 、 信 号 が 変 動
せ ず 安 定 し た 場 合 で も 、 ６ か ら １ ０ ｄ ｂ 以 上 が 必 要 と 考 え ら れ て お り 、 多 少 で も 変 動 が 有
る 場 合 は 、 １ ０ か ら １ ６ ｄ ｂ 以 上 が 得 ら れ て な い と 市 場 で の 信 頼 性 は 安 定 し な い と 考 え ら
れ る レ ベ ル で す か ら 、 信 号 処 理 方 法 な ど に 特 殊 な 方 法 を 開 発 す る な ど の 必 要 と 、 装 着 位 置
や 装 着 方 向 に よ る 性 能 劣 化 を 改 善 す る の は 、 相 当 に 困 難 と 推 測 さ れ ま す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
以 上 の よ う に 、 従 来 技 術 や 方 法 に よ る 身 体 異 常 通 報 器 に 於 い て は 、 先 ず 、 装 着 位 置 ズ レ の
問 題 や 圧 迫 感 を 与 え る な ど 装 着 方 法 が 重 要 な 問 題 と な っ て お り 、 次 に セ ン サ ー 出 力 の Ｓ ／
Ｎ 比 が 大 き く 不 足 し て お り 、 誤 判 定 や 誤 動 作 が 多 く 、 実 用 や 普 及 に 至 っ て い な い の が 実 状
で あ る 。
又 、 一 般 の 振 動 セ ン サ ー 、 圧 力 セ ン サ ー な ど も 同 様 の 性 能 劣 化 が 起 こ っ て い る 場 合 も あ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
弾 性 体 と 中 空 を 応 用 し た セ ン サ ー は 、 異 な る 材 質 や 材 料 を 使 用 し 、 弾 性 体 や 中 空 部 な ど を
覆 う ケ ー ス 部 や 中 空 部 を 構 成 す る 表 皮 体 、 中 空 体 を 支 え る 支 持 基 材 を 使 用 す る な ど 構 造 も
複 雑 で 、 異 な る 材 質 や 材 料 を 微 細 に 加 工 し 、 精 密 に 組 み 立 て ら れ 、 特 殊 な 機 械 加 工 を 用 い
な け れ ば 製 品 に な ら な い 等 の 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
そ こ で 本 発 明 は 、 伝 搬 距 離 に よ り 圧 力 が 減 衰 す る こ と を 防 止 し 、 且 つ 、 伝 搬 の 指 向 性 を 取
り 除 き 、 感 度 の 高 い 指 向 性 セ ン サ ー 素 子 を 用 い て も 良 い 工 夫 と 、 外 部 ノ イ ズ の 進 入 を 極 力
防 ぐ 工 夫 な ど 、 根 本 的 な 観 点 か ら 信 号 と ノ イ ズ の 比 で あ る Ｓ ／ Ｎ 比 を 改 善 し 、 そ の 上 で 、
既 存 の 電 子 セ ン サ ー 素 子 を 用 い る こ と で 、 性 能 を 表 す Ｓ ／ Ｎ 比 を 大 き く 向 上 さ せ る こ と を
課 題 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
中 空 体 を 覆 う ケ ー ス 部 や 、 表 皮 体 や 支 持 基 材 な ど 、 異 な る 材 質 や 材 料 を 必 要 と せ ず 、 単 純
構 造 と す る こ と で 、 使 用 目 的 に 合 わ せ た 装 着 加 工 を 容 易 と し 、 シ ン プ ル な 構 造 で 信 頼 性 を
高 め る と と も に 低 価 格 で も 、 性 能 は 高 め ら れ て お り 、 外 部 に 接 続 さ れ る 測 定 や 検 査 、 警 報
の 発 生 、 機 械 の 制 御 装 置 な ど の 性 能 を 高 め 、 シ ン プ ル 、 小 型 化 や 低 コ ス ト 化 を 推 進 さ せ る
事 を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
若 し 、 人 体 に 装 着 し 、 心 脈 拍 の 検 出 、 測 定 を 中 心 と し た 身 体 セ ン サ ー に 応 用 し た 場 合 は 、
装 着 感 も 腕 時 計 の よ う に 軽 く 、 皮 膚 に 接 触 し た 程 度 で 、 長 時 間 の 装 着 に も 違 和 感 が 感 じ に
く い 程 度 に ま で 、 装 着 感 を 改 善 す る 事 を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
そ こ で 本 発 明 は 、 弾 性 体 に 中 空 を 設 け 、 そ の 中 空 内 部 に 気 体 、 又 は 液 体 な ど を 封 入 し 、 封
入 さ れ た 圧 力 値 が 外 部 圧 力 と 同 等 か そ れ 以 上 に 保 つ こ と で 、 パ ス カ ル の 原 理 や 他 の 定 理 、
法 則 な ど の 効 果 を 最 大 に 発 揮 さ せ る 工 夫 を 施 し た 構 造 体 と し 、 伝 搬 距 離 に よ り 圧 力 が 減 衰
す る 欠 点 と 指 向 性 を 有 す る 欠 点 を 取 り 除 き 、 更 に 、 ノ イ ズ の 進 入 を 防 止 す る な ど 理 想 的 な
構 造 体 と 封 入 圧 力 値 を 求 め 、 封 入 圧 力 の 微 調 整 を 行 う 。 又 、 測 定 対 象 の 物 理 特 性 に 合 わ せ
、 弾 性 体 の 伸 縮 性 を 選 択 後 、 上 記 の 原 理 、 効 果 が 最 大 、 且 つ 容 易 に 発 揮 で き る よ う 圧 力 値
を 微 妙 に 調 整 す る 機 能 と し て 、 ピ ン ホ ー ル や 圧 力 調 整 弁 、 弾 性 体 の 伸 縮 性 や 装 着 手 段 の 伸
縮 性 な ど で 圧 力 調 整 す る 機 能 を 持 た せ て も 良 い 。
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そ の 上 で 、 中 空 内 部 に 既 存 の セ ン サ ー 素 子 を 付 加 し て 用 い る 事 で 、 セ ン サ ー 素 子 の 出 力 信
号 の Ｓ ／ Ｎ 比 を 大 幅 に 高 め る も の で あ る 。
若 し 、 人 体 に 装 着 し た 心 脈 拍 の 検 出 、 測 定 を 中 心 と し た 身 体 セ ン サ ー に 応 用 す る 場 合 は 、
人 体 構 造 や 血 管 構 造 を 、 あ る 特 定 の 圧 力 が 密 封 さ れ た 中 空 弾 性 体 と み な し 、 こ れ に 最 も 近
い 材 質 と 構 造 と し 、 実 施 例 で 説 明 す る 疑 似 身 体 構 造 と す る な ど 、 徹 底 し て 原 理 効 果 を 追 求
す る も の と し た 。
そ の 結 果 、 従 来 技 術 で 説 明 し た 装 着 方 法 の 問 題 を 解 決 し 、 本 発 明 の 性 能 で あ る Ｓ ／ Ｎ 比 を
示 す 図 ９ は 、 セ ン サ ー 性 能 に 関 す る 問 題 の 多 く が 改 善 さ れ た こ と を 示 し て お り 、 図 １ ０ の
よ う に 信 号 の 波 形 の 特 徴 を 分 析 す る こ と も 可 能 で 、 信 頼 性 の 高 い 医 療 器 機 や 測 定 器 機 に 用
い て も そ の 性 能 は 充 分 な 値 で あ る 。 こ の 性 能 が 得 ら れ る 回 路 も 、 図 １ １ の よ う に 電 池 を 含
め 部 品 数 が １ １ 個 と 非 常 に シ ン プ ル で あ る 。
よ っ て 、 人 体 構 造 や 血 管 構 造 を 中 空 弾 性 体 と み な し 、 そ れ 以 外 の 用 途 に も 密 封 す る 圧 力 の
値 に 注 目 し た 中 空 弾 性 体 と し て 、 医 学 原 理 ま た は 、 物 理 原 理 の 作 用 を 最 大 限 に 活 用 す る 技
術 方 法 を 課 題 を 解 決 す る 手 段 の 要 点 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 １ の 中 空 内 部 に 封 入 し た 圧 力 値 を 意 識 し た 特 徴 は 、 上 記 課 題 の 解 決 手 段 の 要 点 を 請
求 項 と し て ま と め た も の で 、 パ ス カ ル の 原 理 や 類 似 の 法 則 や 原 理 の 効 果 を 最 大 に 発 揮 さ せ
る た め に 行 わ れ て い る 。
又 、 ノ イ ズ カ ッ ト の 明 細 は 、 測 定 対 象 の 特 性 と 弾 性 体 の 応 答 特 性 や 圧 力 微 調 整 用 の 穴 、 図
２ （ ８ ） な ど と 密 接 な 関 係 に あ り 、 こ の 明 細 に つ い て は 、 実 施 例 ２ で 説 明 す る が 、 ノ イ ズ
カ ッ ト の 基 本 動 作 は 以 下 の 通 り で あ る 。
測 定 対 象 物 か ら 、 加 え ら れ る 外 部 応 力 が 零 か ら 最 小 値 の 状 態 で は 中 空 内 の 圧 力 値 が 外 部 圧
力 以 下 か ら ほ ぼ 同 じ 値 の 間 で 調 整 、 封 入 さ れ た 状 態 は 、 パ ス カ ル の 原 理 効 果 が 不 充 分 な 状
態 で あ り 、 セ ン サ ー 感 度 は 大 き く 低 下 し て い る か ら 、 零 レ ベ ル 付 近 の ノ イ ズ も セ ン サ ー 素
子 に 伝 搬 す る 過 程 で 、 前 記 説 明 の 通 り 、 伝 搬 距 離 や 指 向 性 に よ り 減 衰 し て お り 、 こ の 状 態
で セ ン サ ー 素 子 に 現 れ る 電 気 信 号 で あ る ノ イ ズ は 非 常 に 小 さ い 。 こ れ が 第 １ 段 階 の ノ イ ズ
カ ッ ト 特 性 で あ る 。 こ の 様 子 は 、 従 来 技 術 と 同 等 の 状 態 で 、 且 つ 脈 信 号 が 零 の 状 態 で あ る
か ら 、 図 １ ２ （ Ｃ ） の 波 形 に 近 い が 、 従 来 技 術 の 風 袋 よ り は る か に 固 い 厚 さ ０ ． ７ ｍ ｍ 程
度 の シ リ コ ン ゴ ム で 耐 久 性 の あ る 物 を 採 用 し て 測 定 し た の が 本 発 明 の 測 定 デ ー タ ー で あ る
。 こ の 弾 性 中 空 体 の 固 や 厚 さ は 、 一 例 で あ る が 、 外 部 の ノ イ ズ の 遮 断 効 果 は 基 よ り 発 揮 さ
れ て い る 。
次 に 、 セ ン サ ー 外 部 か ら 、 心 脈 拍 な ど の 外 部 応 力 の 上 昇 が 加 わ り 、 中 空 内 部 の 圧 力 が 上 昇
し 外 部 圧 力 と 同 等 以 上 に 達 し 、 パ ス カ ル の 原 理 な ど の 効 果 が 充 分 に 発 揮 で き る 領 域 か ら 、
外 部 応 力 の 最 大 値 を 経 由 し て 、 最 小 値 に 至 る ま で の 期 間 は 、 前 記 説 明 の よ う に 高 い Ｓ ／ Ｎ
を 発 揮 す る 領 域 で あ る が 、 同 時 に 中 空 内 部 か ら 外 部 へ 向 け た 方 向 性 で 、 中 空 内 部 と 外 部 圧
力 差 が 中 空 内 部 に 加 わ っ て い る が 、 こ の 圧 力 差 は 僅 か で も 、 パ ス カ ル の 原 理 以 外 の 物 理 原
理 、 運 動 の 法 則 な ど か ら で も 理 論 上 の 作 用 力 は 相 当 に 大 き い か ら 、 こ の 状 態 で の 中 空 体 外
部 か ら 内 部 に 向 か う ノ イ ズ は 容 易 に 進 入 で き な い と 考 え る 事 も で き る 。
こ の と き 、 脈 拍 に よ る 応 力 は 容 易 に 進 入 で き 、 ノ イ ズ は 進 入 で き な い 事 は 以 下 の よ う に 矛
盾 せ ず 成 立 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 時 の 状 態 は 、 装 着 手 段 に よ り 測 定 対 象 物 に 弾 性 中 空 体 が 直 接 接 触 し て お り 、 こ の 接 触
圧 と 装 着 手 段 の 伸 縮 力 の バ ラ ン ス は 初 期 の 段 階 か ら 構 成 さ れ て い る が こ の バ ラ ン ス は ま だ
意 味 を 持 っ て い な い 。 こ の バ ラ ン ス 上 に 脈 拍 の 応 力 が 加 え ら れ 、 外 部 気 圧 と 同 等 以 上 と な
っ た 時 か ら 、 外 部 気 圧 を 含 む こ の 全 て の 力 の バ ラ ン ス を 保 つ べ く 、 理 論 上 の 無 限 大 の 作 用
力 で 弾 性 中 空 体 は 膨 張 、 変 形 さ せ ら る 。 こ の 作 用 力 の 原 因 は 脈 拍 に よ る 応 力 で あ り 、 こ の
応 力 が 無 限 大 の 作 用 力 で 、 完 ぺ き に 忠 実 な 応 答 特 性 で 圧 力 変 化 を に 引 き 起 こ そ う と し て お
り 、 弾 性 中 空 体 の 特 性 と 装 着 手 段 の 特 性 に よ り 、 弾 性 中 空 体 の 変 形 は 圧 力 変 化 に 応 答 し な
い が 、 中 空 内 の 圧 力 は 外 部 応 力 の 変 化 を 完 ぺ き に 再 現 し て お り 、 圧 力 セ ン サ ー 素 子 は 外 部
応 力 の 変 化 を 忠 実 に 電 気 信 号 化 し て い る 。
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一 方 、 測 定 対 象 物 や 弾 性 中 空 体 の 物 理 的 関 係 に 全 く 関 与 し て い な 外 部 応 力 、 即 ち 、 初 期 の
段 階 で 構 成 さ れ た 装 着 手 段 、 測 定 対 象 物 、 弾 性 中 空 体 に よ る 圧 力 バ ラ ン ス に 全 く 無 関 係 な
力 は 、 単 純 に 外 部 に 浮 遊 し て い る 力 、 ノ イ ズ に 過 ぎ ず 、 初 期 段 階 の 構 成 に よ り 加 え ら れ る
脈 拍 の 応 力 と は 性 質 が 全 く 異 な り 、 脈 拍 に よ る 無 限 大 の 作 用 力 を 有 す る 内 部 に 、 無 関 係 な
力 で あ る ノ イ ズ は 容 易 に 進 入 で き な い 。
こ の よ う な 状 態 で の ノ イ ズ と 脈 拍 の 進 入 関 係 を 説 明 し た 理 論 や 文 献 資 料 等 を 本 発 明 者 は 発
見 し て お ら ず 、 以 上 は 実 験 や 観 察 を 繰 り 返 し て 得 た 本 発 明 者 の 推 論 に 過 ぎ な い の で 、 正 し
い 理 論 で あ る と 断 定 す る も の で は な い 。 本 発 明 の 性 能 測 定 図 ９ 、 １ ０ に 使 用 し た 高 感 度 の
セ ン サ ー を 卓 上 に 固 定 し て 指 で 撫 で た り 、 ゴ ム 紐 な ど で 、 空 中 に 吊 る し た 状 態 で 外 部 の 風
力 な ど に よ る 振 動 や 、 強 烈 な 騒 音 を 加 え て も 全 く 反 応 を 示 さ ず 、 充 分 な ノ イ ズ カ ッ ト 作 用
を 有 し て い る 事 は 、 繰 り 返 し 確 認 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
叉 、 請 求 項 １ と ２ は 、 一 般 の 水 道 用 ホ ー ス や シ リ コ ン ゴ ム な ど の ホ ー ス で も 内 部 が 空 洞 で
あ れ ば 、 両 端 を 密 封 す る こ と で 、 本 発 明 に 採 用 の 動 作 原 理 と 性 能 は 得 ら れ る か ら 、 内 部 が
空 洞 の ゴ ム チ ュ ー ブ や シ リ コ ン チ ュ ー ブ に よ る 腕 輪 構 造 や 腕 時 計 の 柔 軟 性 ベ ル ト の 内 部 を
空 洞 に し 、 こ こ に セ ン サ ー を 組 み 込 む こ と も 可 能 で あ り 、 実 施 例 の 図 １ の よ う に 、 従 来 技
術 の よ う に 弾 性 体 を 覆 う ケ ー ス 部 や 、 支 持 基 材 や 表 皮 体 な ど を 使 用 す る 必 要 は 全 く な く 、
特 殊 な 材 質 や 形 状 、 特 殊 な 機 械 加 工 な ど 必 要 と せ ず 、 完 ぺ き に 純 粋 に 物 理 原 理 を 説 明 す る
そ の ま ま の 方 法 で 実 用 化 、 応 用 す る 事 で 高 性 能 と し 、 同 時 に シ ン プ ル な 構 造 、 製 造 方 法 で
、 信 頼 性 と 低 コ ス ト で 実 用 化 す る も の で 、 課 題 を 解 決 、 達 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
叉 、 請 求 項 １ と ２ は 、 本 発 明 に 採 用 の 原 理 特 性 に よ れ ば 、 セ ン サ ー の 中 空 内 部 に 電 子 部 品
等 を 組 み 込 ん で も 本 セ ン サ ー の 原 理 効 果 に 影 響 は な い か ら 、 中 空 体 の ス ペ ー ス を 有 効 利 用
し 、 回 路 も 図 １ １ の よ う に シ ン プ ル で あ る か ら 、 電 子 部 品 を 組 み 込 ん で も 良 く 、 ま た 、 従
来 の 印 刷 技 術 で 電 子 回 路 を 生 成 し た 場 合 は 、 弾 性 体 が 直 接 セ ン サ ー 素 子 と な る の で 更 に 性
能 が 向 上 す る 。 高 性 能 を 維 持 し な が ら 、 超 小 型 表 示 器 や 簡 易 測 定 器 な ど を セ ン サ ー 内 に 組
み 込 ん だ り 、 外 部 器 機 の 小 型 化 、 高 性 能 、 低 価 格 化 を 促 進 す る な ど 、 課 題 を 解 決 、 達 成 す
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ３ は 、 本 発 明 の セ ン サ ー を 一 般 の 汎 用 セ ン サ ー と 同 じ よ う に 、 一 般 的 な 方 法 で 自 由
に 装 着 し て 使 用 で き る こ と を 主 眼 と し た も の で 、 実 施 例 で 具 体 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ４ は 、 従 来 技 術 や 方 法 の 身 体 の 異 常 通 報 や 緊 急 通 報 な ど の 器 機 や シ ス テ ム で は 、 心
脈 拍 の 数 の み で 判 断 、 通 報 を 行 っ て い た 。
し か し 、 本 発 明 に よ れ ば 、 図 １ ０ の よ う に 、 心 脈 拍 信 号 の 波 形 の 大 き さ 変 化 、 立 ち 上 が り
立 ち 下 が り 時 間 、 波 形 の 形 状 変 化 、 波 形 の ゼ ロ レ ベ ル 付 近 の 特 徴 な ど を 充 分 に 検 出 で き る
か ら 、 こ れ ら の 特 徴 を 分 析 し 、 身 体 の 状 態 を 正 確 に 判 断 で き 、 従 来 技 術 で は 不 可 能 で あ っ
た 身 体 の 異 常 や 緊 急 通 報 器 機 を 実 用 化 さ せ る こ と が で き る 。 又 、 医 療 シ ス テ ム な ど で 、 身
体 の 特 徴 あ る 状 態 の み 通 報 す る な ど が 可 能 と な る も の で 、 従 来 の 器 機 や 外 部 に 接 続 さ れ る
器 機 な ど の 性 能 を 進 歩 さ せ 、 課 題 を 解 決 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ５ は 本 発 明 の セ ン サ ー は 非 常 に シ ン プ ル な 構 造 で あ る か ら 、 血 圧 を 測 定 す る た め 、
輪 状 に し た 装 着 手 段 や ワ イ ヤ ー 、 ゴ ム 紐 な ど を モ ー タ ー や 電 子 ソ レ ノ イ ド な ど で 装 着 部 に
締 め 付 け る 機 能 を 付 随 さ せ て も 、 本 発 明 の セ ン サ ー を 用 い る 限 り 、 従 来 方 法 に 比 較 し 、 実
施 例 の 図 ８ の よ う に 全 体 の 構 造 は 非 常 に シ ン プ ル で 、 シ ン プ ル 、 小 型 化 、 低 価 格 な ど 課 題
を 解 決 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ６ は 、 超 小 型 の 無 線 回 路 の 採 用 は 、 携 帯 可 能 に な る な ど 多 く の 長 所 を 有 す が 、 無 線
機 か ら 発 生 さ れ る 不 要 電 波 は 、 特 に 医 療 や 介 護 器 機 に 大 き な 影 響 を 与 え る と し て 、 携 帯 電
話 な ど の 一 般 器 機 に お い て も 使 用 段 階 で 制 限 が 加 え ら れ る よ う に 不 要 電 波 は 大 き な 障 害 と
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な っ て い る 。 本 発 明 の セ ン サ ー は 高 性 能 で あ り 、 判 定 処 理 回 路 も シ ン プ ル で あ る か ら 、 判
定 結 果 で あ る 良 否 の み を 出 力 す れ ば よ く 、 無 線 機 の 電 源 を 断 、 接 す る 方 法 で 情 報 伝 達 が 可
能 で 、 信 号 の 変 調 回 路 と 復 調 回 路 の 省 略 と 、 通 常 は 無 線 機 の 電 源 を 断 す る 事 で 、 不 要 電 波
の 発 生 を 抑 制 す る こ と 、 回 路 の 小 電 力 化 と 電 源 回 路 の 小 型 化 が 可 能 で 、 実 施 例 の 図 ６ は そ
の 一 例 で も あ り 、 装 置 の シ ン プ ル 、 小 型 化 な ど 課 題 を 解 決 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 と 実 施 例 を 図 な ど を 用 い て 併 記 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ の 実 施 例 １ は 、 内 部 が 空 洞 の シ リ コ ン チ ュ ー ブ の 一 端 を キ ャ ッ プ 、 叉 は 、 溶 着 や 接 着
材 で 密 封 し 、 使 用 状 態 で 外 部 圧 力 値 と 中 空 内 の 圧 力 値 が 同 じ か 若 干 下 ま わ る よ う に 、 他 の
一 端 を 円 形 の 指 向 性 の 高 い 、 既 存 の 圧 力 型 セ ン サ ー 素 子 で 空 気 を 密 封 し た 本 発 明 の セ ン サ
ー で 、 最 も シ ン プ ル な 実 施 例 で あ る 。 こ れ を 腕 輪 状 に 、 ゴ ム バ ン ド で 図 ４ の よ う に し 、 腕
に 装 着 し て 心 脈 拍 を 測 定 し た オ シ ロ ス コ ー プ の 波 形 が 図 ９ （ Ａ ） で あ る 。 装 着 を 回 転 さ せ
た り 方 向 を 変 え る な ど 、 内 部 に 封 入 さ れ た セ ン サ ー 素 子 と 脈 拍 の 距 離 や 方 向 を 変 え た り 、
断 面 積 や 長 さ の 異 な る 空 洞 チ ュ ー ブ に 変 え 、 同 様 の 実 験 を 行 っ て も 、 こ う し た 性 能 は 変 わ
ら ず 、 脈 拍 の 大 き さ 変 化 は 、 圧 力 変 化 と し て 伝 搬 さ れ 、 且 つ 、 伝 搬 距 離 や 指 向 性 に よ る 減
衰 が 起 こ ら な い 条 件 が 成 立 し て い る 事 が 解 る 。 装 着 場 所 も 手 首 か ら 上 腕 に 至 る 多 く の 部 位
や 首 筋 、 こ め か み 他 、 身 体 の 多 く の 部 位 に 反 応 し 、 脈 拍 の 筋 肉 か ら 離 れ た 多 く の 位 置 で も
信 号 の Ｓ ／ Ｎ 比 は 劣 化 せ ず 、 人 体 構 造 も 中 空 弾 性 体 で あ り 、 封 入 さ れ て い る 圧 力 値 は 信 号
伝 達 回 路 と し て も 適 切 で あ る こ と を 示 し て い る よ う で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ の 実 施 例 ２ は 、 実 施 例 １ と 類 似 の 構 成 で あ る が 実 施 例 １ で は 、 平 地 と 山 頂 で 外 部 圧 力
が 変 動 し た り 、 中 空 内 の 温 度 変 化 な ど が あ っ て も 封 入 圧 力 を 最 適 値 に 保 つ 工 夫 を 最 も シ ン
プ ル に 実 施 し た 例 で 、 実 施 例 １ に 極 め て 小 さ な 穴 、 図 ２ （ ８ ） を 設 け 、 外 部 と 内 部 の 空 気
が 流 通 す る よ う に し 、 こ の 穴 と 弾 性 体 の 伸 張 力 と 収 縮 力 に よ り 、 常 に 最 適 な 封 入 圧 力 値 を
保 つ 機 能 の 例 で あ る 。
図 ９ （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） 、 （ Ｄ ） は 、 回 路 図 （ １ １ ） の 出 力 波 形 で あ る が 、 封 入 さ れ た 圧 力 が
最 適 に 微 調 整 さ れ 、 イ ズ 除 去 効 果 が 最 適 に 行 わ れ て お り 、 実 施 例 １ の 波 形 図 ９ （ Ａ ） よ り
も 安 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
中 空 内 部 の 圧 力 値 が 適 正 時 の ノ イ ズ 防 止 の 動 作 原 理 は 、 前 記 課 題 の 解 決 手 段 の 項 で 説 明 し
た の で 省 略 し 、 実 施 例 ２ の 図 ２ （ ８ ） の 外 部 と 内 部 が 流 通 す る 穴 の 動 作 を 以 下 に 説 明 す る
が 、 基 本 的 に は 外 部 圧 力 と 中 空 内 部 の 圧 力 値 は 、 ほ ぼ 同 じ 値 に 保 た れ る 。
こ の 時 、 セ ン サ ー 外 部 か ら 、 心 脈 拍 な ど の 外 部 応 力 の 上 昇 が 加 わ り 、 中 空 内 部 の 圧 力 が 上
昇 し 外 部 圧 力 と 同 等 以 上 に 達 す る ま で の 動 作 は 、 弾 性 中 空 体 の 応 答 時 間 後 に 中 空 内 部 の 圧
力 が 外 部 圧 力 と 同 等 以 上 と な り 、 パ ス カ ル の 原 理 効 果 が 充 分 に 利 用 で き る 領 域 ま で 圧 力 値
が 達 す る ま で の 期 間 は 、 セ ン サ ー に 外 部 圧 力 が 加 わ っ て か ら 若 干 の 遅 れ が 生 じ る 。 即 ち 、
こ の 遅 れ て い る 期 間 は パ ス カ ル の 原 理 効 果 が 不 充 分 で あ り 、 セ ン サ ー 感 度 は 大 き く 低 下 し
て い る か ら 、 零 レ ベ ル 付 近 の ノ イ ズ 低 減 が 最 適 に 行 う こ と が で き 、 こ れ が 第 １ 段 階 の ノ イ
ズ カ ッ ト 特 性 で あ る 。
更 に 、 外 部 応 力 が 上 昇 す る と 、 中 空 内 部 か ら 外 部 へ 向 か っ て 圧 力 は 流 出 す る が 、 セ ン サ ー
に 設 け ら れ た 穴 、 図 ２ （ ８ ） の 大 き さ を 充 分 小 さ く し 、 圧 力 が 序 々 に 僅 か に 流 出 す る よ う
に さ れ て お り 、 こ の 中 空 内 部 の 圧 力 が 流 出 す る 段 階 か ら 、 パ ス カ ル の 原 理 効 果 が 発 揮 さ れ
る 領 域 で あ る か ら こ の 状 態 か ら の セ ン サ ー の 感 度 や 指 向 特 性 、 又 、 第 ２ 段 階 の ノ イ ズ カ ッ
ト 特 性 が 発 揮 さ れ る 領 域 で あ る 。
外 部 圧 力 の 最 大 時 ま で 弾 性 体 は 膨 ら み 変 形 を 続 け 中 空 内 の 圧 力 も 外 部 圧 力 の ほ ぼ 最 大 時 ま
で 上 昇 す る 。
脈 拍 よ り の 外 部 応 力 が 下 降 す る 時 も 同 様 で あ り 、 外 部 応 力 の 中 空 部 の 大 き さ は 元 の 外 部 圧
力 値 の 大 き さ ま で 自 動 的 に 収 縮 す る が 、 弾 性 体 の 収 縮 力 が 加 わ っ て お り 図 ２ （ ８ ） は 微 小
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な 穴 で も 充 分 に 収 縮 し 、 収 縮 速 度 も 充 分 速 い 。
こ の 弾 性 体 の 伸 縮 特 性 と 穴 の 大 き さ は 固 定 さ れ た 値 を 有 し 、 穴 か ら 流 出 す る 圧 力 の 変 化 速
度 に 対 し 電 気 セ ン サ ー 素 子 は 充 分 な 高 速 応 答 性 を 有 す る か ら 、 脈 拍 の 最 小 レ ベ ル や 最 大 圧
力 値 に た い す る 誤 差 は 僅 か で あ り 、 回 路 の 零 レ ベ ル と 最 大 感 度 を 微 調 整 す る 段 階 で 、 従 来
技 術 の 方 法 で も 容 易 に 補 正 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ３ の 実 施 例 ３ は 、 圧 力 調 整 弁 、 図 ３ （ ９ ） を 設 け た 例 で あ る 。
弾 性 体 を 半 円 球 に 成 形 し 、 測 定 対 象 の 装 置 や 腕 時 計 の ケ ー ス 部 な ど へ ネ ジ や 接 着 、 溶 着 で
、 密 封 し た 例 と 、 内 部 に セ ン サ ー 素 子 、 そ の 他 の 電 子 部 品 を 組 み 込 ん だ 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ４ （ Ａ ） の 実 施 例 ４ は 、 装 着 手 段 に 柔 軟 性 ベ ル ト を 用 い て 身 体 へ 装 着 す る 例 で 、 弾 性 体
の 伸 縮 力 と 柔 軟 性 の ベ ル ト に よ り 、 外 部 圧 力 と 中 空 内 の 圧 力 値 が ほ ぼ 同 等 に 保 つ 機 能 の 例
と 身 体 へ の 装 着 例 で あ る 。
腕 に 装 着 し な い 状 態 で は 図 ４ （ Ｂ ） の よ う に 、 中 空 内 圧 力 値 は 充 分 に 低 く く 密 封 さ れ て い
る が 、 図 ４ （ Ｃ ） の よ う に 腕 へ の 装 着 時 で は 、 弾 性 体 の 弾 力 と 柔 軟 性 ベ ル ト の 伸 縮 性 に よ
り 腕 に 適 切 に 押 し つ け ら れ る こ と で 、 中 空 内 の 圧 力 が 適 性 値 に 保 た れ る 。 一 般 の 腕 時 計 を
装 着 し た 感 覚 と 同 程 度 に 腕 に 押 し つ け た 時 、 適 性 圧 力 に な る よ う に 弾 性 体 の 弾 力 と 柔 軟 性
ベ ル ト の 伸 縮 性 を 調 整 す る こ と は 、 実 験 し て み る と 容 易 で あ る こ と が 解 る 。 又 は 、 ネ ッ ク
レ ス と し 首 筋 や 胸 部 に 装 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ の 実 施 例 ５ は 、 装 着 を 兼 ね る 柔 軟 性 ベ ル ト の 内 部 を 空 洞 に し 、 弾 性 中 空 体 と し て 、 セ
ン サ ー 素 子 や 電 子 部 品 を 空 洞 内 部 に 組 み 込 ん だ 例 で 、 そ の ま ま 装 着 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ６ の 実 施 例 ６ は 、 腕 時 計 底 部 の 腕 と 接 触 す る 部 分 お よ び 装 着 ベ ル ト を 弾 性 中 空 体 と し 、
従 来 の 時 計 回 路 の ブ ザ ー や 表 示 機 能 を 併 用 し て い る 。
そ の 他 の 機 能 や 構 成 の 例 で も あ り 、 内 部 に 無 線 送 信 部 を 有 し 、 送 信 ア ン テ ナ 図 ６ （ ６ ０ ）
を 装 備 し て い る 。
図 １ １ の 様 に シ ン プ ル な 回 路 を 中 心 に 異 常 の 有 無 を 判 断 で き 、 異 常 の 有 無 だ け 出 力 す れ ば
良 い 場 合 は 、 変 調 回 路 、 復 調 回 路 を 省 略 で き る 。 通 常 は 無 線 部 の 電 源 を 断 に し て お く こ と
で 、 電 池 消 耗 も 防 止 で き 、 不 要 電 波 を 発 射 し な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ７ の 実 施 例 ７ は 、 眼 鏡 の フ レ ー ム の 一 部 を 弾 性 の 中 空 体 と し 、 セ ン サ ー 素 子 を 組 み 込 ん
だ で 例 で 、 そ の ま ま 人 体 に 装 着 し 、 こ め か み 付 近 の 脈 拍 を 検 出 す る も の で あ る 。 頭 は 腕 の
よ う な 激 し い 運 動 も す く な く 、 こ め か み 付 近 は 筋 肉 の 動 き も 少 な く 、 人 体 の 動 き に よ る 影
響 を 最 も 少 な く 脈 拍 を 検 出 で き る 部 位 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ８ の 実 施 例 ８ は 、 本 発 明 の セ ン サ ー は 非 常 に シ ン プ ル な 構 造 で あ る か ら 、 血 圧 を 測 定 す
る た め 、 図 ８ （ ８ １ ） の 輪 状 に し た 装 着 手 段 や ワ イ ヤ ー 、 ゴ ム 紐 な ど を 図 ８ （ ８ ２ ） の モ
ー タ ー や 電 子 ソ レ ノ ド な ど で 図 ８ （ ４ ０ ） の 装 着 部 に 締 め 付 け る 機 能 を 付 随 さ せ て も 、 本
発 明 の セ ン サ ー を 用 い る 限 り 、 従 来 方 法 に 比 較 し 、 全 体 の 構 造 は 非 常 に シ ン プ ル で 、 低 価
格 で 実 現 で き る も の で あ る 。 図 ８ （ Ａ ） は 締 め 付 け 前 、 図 ８ （ Ｂ ） は 締 め 付 け 後 の 様 子 説
明 し た 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ９ は 、 実 施 例 １ 、 ２ 、 ４ を 身 体 の 心 脈 拍 検 出 用 と し て 、 図 ４ の よ う に ゴ ム バ ン ド 等 で 、
手 首 に 装 着 し て 測 定 し た オ シ ロ ス コ ー プ 波 形 デ ー タ ー で あ る が 、 セ ン サ ー 信 号 の 出 力 電 圧
も 充 分 で 、 ノ イ ズ も 少 な く 、 Ｓ ／ Ｎ 比 は ２ ０ か ら ２ ６ ｄ ｂ の 値 が 得 ら れ て い る 。 ま た 、 深
呼 吸 な ど に よ る 脈 の 大 き さ 変 化 、 図 ９ （ Ａ ） の （ ９ ０ ） も 得 ら れ て い る 。
こ の と き の 本 発 明 の セ ン サ ー は 重 量 が ３ グ ラ ム 以 下 、 幅 １ セ ン チ 以 下 、 長 さ ７ セ ン チ 程 度
の 軽 量 、 コ ン パ ク ト で あ る 。 装 着 方 法 は 、 セ ン サ ー の 一 部 が 身 体 に 触 れ れ ば 良 く 、 圧 迫 感
は 全 く 感 じ ら れ な い 程 度 で 得 ら れ た 値 で あ る 。 か つ 、 実 施 例 １ で 説 明 し た よ う に 、 身 体 の
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多 く の 部 位 に 反 応 し 、 同 様 な 性 能 が 得 ら れ る 。
又 、 電 子 セ ン サ ー 素 子 に 接 続 さ れ る 回 路 は 、 図 １ １ と 全 く 同 じ 回 路 で 、 電 池 を 含 め １ １ 個
の 部 品 よ り な る 回 路 で 測 定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
疑 似 身 体 構 造 と し た 本 発 明 の 中 空 弾 性 体 の 原 点 は ど こ に あ る の か 、 あ る い は 人 体 の 心 脈 拍
セ ン サ ー に 応 用 し た 場 合 、 何 故 シ リ コ ン チ ュ ー ブ 状 の 中 空 弾 性 体 な の か な ど を 以 下 に 説 明
し ま す 。
心 電 図 測 定 器 は 、 心 臓 の 筋 肉 の 動 き を 正 確 に 測 定 す る 物 と 考 え ら れ ま す が 、 単 な る 圧 力 セ
ン サ ー 素 子 や Ｅ Ｃ Ｍ セ ン サ ー 素 子 な ど に よ る 方 式 も 多 く 、 身 体 内 部 の 構 造 体 で あ る 骨 や 脂
肪 な ど を 経 由 し て 表 皮 に 伝 わ る 振 動 を 測 定 す る タ イ プ も の が 多 く 存 在 す る の も 事 実 で す 。
こ れ に 対 し て 、 腕 な ど の 脈 拍 振 動 は 身 体 の 表 皮 に 最 も 近 い 位 置 に 属 し ま す か ら 同 様 の 方 法
で も 、 血 流 を 生 む 心 臓 の 筋 肉 の 動 き に 近 く 、 血 液 を 流 動 さ せ る 血 管 筋 肉 の 動 き 、 血 液 流 の
動 き を 同 時 じ に 精 度 良 く 観 測 で き ま す 。
血 流 の 重 要 性 は 下 記 に 示 す ま で も あ り ま せ ん が 、 人 体 の 血 管 の 中 に 電 気 セ ン サ ー 素 子 を 封
入 で き れ ば 、 医 学 、 医 療 機 器 に 大 き な 進 歩 を 与 え る で し ょ う 。
そ こ で 、 人 体 の 血 管 の 中 に 電 気 セ ン サ ー 素 子 を 封 入 し た 物 に 最 も 近 い 姿 を 創 造 す る に は 、
先 ず 、 シ リ コ ン 樹 脂 に よ る よ る 風 船 を 人 体 の よ う に 膨 ら ま せ 、 人 体 の 構 造 体 を 造 り ま す 。
シ リ コ ン は 人 体 の 皮 膚 に 最 も 近 く 体 内 に 入 れ て 使 用 さ れ る こ と で も 知 ら れ て い ま す 。 次 に
、 構 造 体 内 部 に シ リ コ ン チ ュ ー ブ に よ る 血 管 を 造 る 必 要 が あ り ま す 。 血 管 を 作 ら な け れ ば
、 血 液 を 注 入 す る こ と も で き ず 、 肉 体 と し て 内 部 に 封 入 さ れ る 細 胞 や 臓 器 も た ち ま ち 死 滅
し 、 心 臓 さ え も 造 る 意 味 が あ り ま せ ん 。 横 た わ っ た 状 態 や 寝 て い る 状 態 で も こ れ ら は 造 れ
ま す か ら 、 骨 は 最 後 に 組 み 込 め ば 良 い で し ょ う 。
以 上 の よ う に 、 シ リ コ ン で 内 部 が 空 洞 の 人 体 の 外 部 構 造 を 造 り 、 そ の 内 部 に シ リ コ ン チ ュ
ー ブ に よ る 血 管 が 造 ら れ て 、 初 め て 生 命 の 息 吹 を 与 え る 基 礎 が で き あ が り ま す 。 こ の よ う
に し て 生 成 さ れ た 人 体 構 造 体 も 血 管 も シ リ コ ン で 密 封 さ れ た 中 空 弾 性 体 で す 。
従 っ て 、 当 セ ン サ ー を シ リ コ ン 樹 脂 相 当 で 密 封 さ れ た チ ュ ー ブ 状 に 造 り 、 内 部 に セ ン サ ー
を 組 み 込 む 事 は 、 人 体 の 内 部 に セ ン サ ー を 組 み 込 む 事 、 及 び 血 管 の 内 部 に セ ン サ ー を 組 み
込 む 事 に 最 も 近 い 方 法 で 実 現 し た セ ン サ ー と な り ま す 。
必 要 に 応 じ 、 人 体 の 肉 体 や 血 液 の 変 わ り に 当 セ ン サ ー 中 空 内 部 に 液 体 や ゼ リ ー な ど を 封 入
し て も 、 性 能 は 向 上 し て も 劣 化 す る こ と が な い の は 明 白 で す 。
本 セ ン サ ー の 動 作 に つ い て は 、 物 理 理 論 的 説 明 も 必 要 で し ょ う が 、 実 験 作 業 中 に 得 ら れ る
感 触 は 、 お よ そ 以 下 の よ う な も の で す 。
当 セ ン サ ー を 血 管 の 脈 拍 部 に 装 着 す る と 、 従 来 に 比 較 し 驚 く よ う な 高 性 能 で 脈 拍 振 動 を 検
出 し 、 セ ン サ ー を 手 な ど で 押 さ え 振 動 を 押 さ え 込 も う と し て も 、 外 部 か ら ノ イ ズ を 与 え よ
う と し て も 受 け 付 け ず 、 血 管 の 動 き が 当 セ ン サ ー の シ リ コ ン チ ュ ー ブ に 乗 り 移 っ た か の よ
う で す 。
次 に 、 血 管 の 脈 拍 部 か ら 離 れ た 腕 の 中 間 部 な ど に 装 着 を 替 え て も そ の 特 徴 は 変 わ り ま せ ん
。 こ れ は 、 血 管 の 脈 拍 部 か ら 離 れ て も 人 体 内 部 に は 多 く の 血 管 が 存 在 し 血 液 が 流 れ 、 血 流
の 振 動 は い た る と こ ろ に あ り ま す 。 又 、 人 体 構 造 は あ る 圧 力 で 密 封 さ れ た 中 空 弾 性 体 で あ
る 事 も 影 響 し て い る の で し ょ う 。 こ の 人 体 の い た る と こ ろ の 振 動 も 、 ま る で 乗 り 移 っ た か
の よ う に 当 セ ン サ ー の シ リ コ ン チ ュ ー ブ に 現 れ る ま す 。
即 ち 、 当 発 明 の シ リ コ ン チ ュ ー ブ 構 造 は 肉 体 構 造 や 血 管 構 造 の 延 長 線 上 に あ る 、 同 じ 中 空
弾 性 体 同 志 で 、 容 易 に 伝 搬 が 行 わ れ 、 も は や ２ つ の 弾 性 体 で な く 、 一 つ の 中 空 弾 性 体 と な
っ て 伝 搬 が 行 わ れ て お り 、 医 学 的 に は 、 肉 体 や 血 管 が 自 分 自 身 と 同 じ で あ る と 錯 覚 を 起 こ
し て 動 作 し て い る の と 同 等 と 説 明 で き る か も 知 れ ま せ ん 。 又 、 人 体 構 造 も 中 空 弾 性 体 で あ
り 、 封 入 さ れ て い る 圧 力 値 は 信 号 伝 達 と し て も 適 切 で あ り 、 人 体 内 の 神 経 な ど は 電 気 信 号
と し て 伝 搬 さ れ る と さ れ て お り 、 電 気 信 号 、 圧 力 伝 搬 に 最 適 な 条 件 を 備 え て い る こ と は 明
白 で す 。
当 セ ン サ ー の ノ イ ズ カ ッ ト 作 用 や 電 気 信 号 伝 搬 な ど の 理 論 的 論 文 や 文 献 な ど を 当 発 明 者 は
発 見 し て お ら ず 、 医 学 的 な 説 明 も 待 つ 段 階 で す 。

10

20

30

40

50

(9) JP 2004-283524 A 2004.10.14



し か し 、 パ ス カ ル の 原 理 だ け で 当 セ ン サ ー の 動 作 説 明 を 完 全 に 行 う の は 不 十 分 の よ う で す
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 の よ う に 従 来 技 術 や 方 法 で 、 最 も 高 性 能 と 考 え ら れ る 身 体 情 報 器 機 の 性 能 デ ー
タ ー が 図 １ ２ の 例 で あ る が 、 本 発 明 に よ れ ば 、 図 ９ の よ う に 、 Ｓ ／ Ｎ 比 が 大 幅 に 向 上 し 、
図 １ ０ の よ う に 心 脈 拍 信 号 の 波 形 の 特 徴 を 分 析 す る こ と も 可 能 と な っ た 。
又 、 身 体 の 脈 拍 検 出 や 測 定 に 用 い た 場 合 の 考 え 方 は 人 体 の 構 造 に 類 似 で あ り 、 最 適 の 性 能
を 示 し 、 信 頼 性 の 高 い 医 療 器 機 や 測 定 器 機 に 用 い て も そ の 性 能 は 充 分 な 値 で あ る 。 本 発 明
の 性 能 が 得 ら れ る 回 路 は 、 図 １ １ の よ う に 電 池 を 含 め 部 品 数 が １ １ 個 と 非 常 に シ ン プ ル で
あ り 、 且 つ 、 装 着 方 法 も 実 施 例 で 明 細 を 説 明 し た よ う に 大 き く 進 歩 し 、 実 用 性 を 高 め て い
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
単 純 構 造 で 、 内 部 に マ イ ク ロ 電 子 部 品 、 半 導 体 な ど を 組 み 込 む 事 も 可 能 で あ り 、 装 置 全 体
の 性 能 向 上 、 小 型 化 、 低 価 格 な ど を 促 進 で き る 。
又 、 製 品 の コ ス ト や 製 造 技 術 、 使 用 環 境 な ど 実 用 上 の 理 由 か ら 、 中 空 内 の 圧 力 値 を 適 正 に
維 持 す る 事 を 省 略 し た 場 合 で も 、 実 施 例 ２ の よ う に 、 支 持 機 材 や 機 械 加 工 を 使 用 せ ず と も
実 現 で き 、 簡 単 な 工 夫 で 、 シ ン プ ル 、 低 価 格 で も 、 充 分 な 性 能 を 発 揮 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に お け る 本 セ ン サ ー の 基 本 構 造 図 と 組 立 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 ２ に お け る 本 セ ン サ ー の 概 略 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 ３ に お け る 本 セ ン サ ー の 概 略 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 装 着 手 段 に 柔 軟 性 ベ ル ト を 用 い た 本 セ ン サ ー 実 施 例 ４ の 図 ４ （ Ａ ） と 、 実 施 例 １
、 ２ 、 ４ を 腕 に 装 着 し た 様 子 の 説 明 図 ４ （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） で あ る 。
【 図 ５ 】 装 着 を 兼 ね る ベ ル ト を 弾 性 中 空 体 と し た 本 セ ン サ ー 実 施 例 ５ の 概 略 説 明 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 腕 時 計 の 底 部 、 お よ び 装 着 ベ ル ト を 弾 性 中 空 体 と し た 本 セ ン サ ー 実 施 例 ６ の 概 略
説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 眼 鏡 の フ レ ー ム の 一 部 を 弾 性 中 空 体 と し た 本 セ ン サ ー 実 施 例 ７ の 概 略 説 明 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 本 セ ン サ ー を ワ ー ヤ ー で 締 め 付 け る 機 構 を 付 随 し た 実 施 例 ８ の 概 略 説 明 図 で 、 図
８ （ Ａ ） は 締 め 付 け 前 、 図 ８ （ Ｂ ） は 締 め 付 け 後 の 様 子 を 説 明 し た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 １ 、 実 施 例 ２ 、 実 施 例 ４ の 性 能 を 測 定 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 セ ン サ ー に よ る 心 脈 拍 の 波 形 分 析 の 例 を 説 明 し た 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 セ ン サ ー の 波 形 な ど の 性 能 測 定 に 使 用 し た 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 技 術 に よ る 高 性 能 な 心 脈 拍 セ ン サ ー の 性 能 測 定 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 セ ン サ ー の 応 用 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 弾 性 体
２ 　 中 空 内 部 に 封 入 さ れ た 気 体 、 液 体 、 ゼ リ ー 状 液 体 な ど
３ 　 セ ン サ ー 素 子
４ 　 信 号 取 り 出 し 手 段
５ 　 装 着 手 段
６ 　 密 封 用 の キ ャ ッ プ
７ 　 接 着 、 ま た は 、 溶 着
８ 　 圧 力 調 整 用 の 微 小 穴
９ 　 圧 力 安 全 弁
１ ０ 　 中 空 内 部 に 組 み 込 ま れ た 電 子 素 子 、 電 気 部 品 （ 回 路 ）
３ ０ 　 ケ ー ス （ 特 殊 構 造 な ど の 場 合 ）
３ １ 　 密 封 用 の パ ッ キ ン （ 特 殊 構 造 な ど の 場 合 ）
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３ ２ 　 組 立 て 用 ネ ジ （ 特 殊 構 造 な ど の 場 合 ）
３ ３ 　 接 着 材 、 ま た は 、 溶 着 （ 特 殊 構 造 な ど の 場 合 ）
４ ０ 　 腕 の 断 面 （ 腕 に 装 着 時 ）
６ ０ 　 無 線 送 信 ア ン テ ナ
６ １ 　 表 示 、 警 報 ブ ザ ー
７ ０ 　 眼 鏡 、 及 び 、 眼 鏡 フ レ ー ム
８ １ 　 装 着 手 段 、 兼 セ ン サ ー を 締 め 付 け る ワ イ ヤ ー
８ ２ 　 ワ ー ヤ ー 巻 き 取 り モ ー タ ー 、 又 は 、 ワ ー ヤ ー 締 付 け 電 子 プ ラ ン ジ ヤ ー
９ ０ 　 呼 吸 に よ る う ね り

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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摘要(译)

要解决的问题：改善传感器元件的性能并改善安装方法。 解决方案：微
调封闭在弹性空心体内的内部压力，当用于人体的心跳传感器时，人体
结构被视为在一定压力下密封的弹性空心体， 它还具有类似于人体结构
和结构的特征。 与人体结构一样，本发明的传感器也形成理想的传输
线，其中信号在空腔内部不衰减，没有方向性，并且不接受噪声。 这
样，结构本身就接近理想状态。 另外，现有的方向性传感器元件也用于
空腔内部，并且传感器元件的输出性能大大提高。 通过利用常规印刷技
术在空心中形成电极，该结构本身成为理想的传感器，并且性能进一步
提高。 即使将电气部件安装在空心部件中，也不会影响性能，因此也可
以安装微型测量设备。 [选型图]图1
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